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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＧＰＳを利用せずに被見守者の見守りを可能に
するための屋外設置装置用ユニット、屋外設置装置、位
置検出システムおよび位置検出方法を提供する。
【解決手段】被見守者又は見守者に対して視覚又は聴覚
を通じて通知する通知手段を備え、屋外に移動困難に設
置される屋外設置装置１ａ～１ｃに組み込まれる屋外設
置装置用ユニットは、制御部と、自身を特定するための
装置識別情報を記憶する手段と、被見守者端末を検知す
るビーコン受信部と、管理サーバとの通信を行う通信部
とを備える。制御部は、被見守者端末を検知した際に被
見守者端末から取得した被見守者識別情報と装置識別情
報とを関連付けて管理サーバ７に送信し、管理サーバか
ら受信した制御情報により屋外設置装置が備える通知手
段を制御する。
【選択図】図１



(2) JP 2019-40575 A 2019.3.14

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋外に移動困難に設置される屋外設置装置に組み込まれる屋外設置装置用ユニットにお
いて、
　前記屋外設置装置は、被見守者又は見守者に対して視覚又は聴覚を通じて通知する通知
手段を備え、
　前記屋外設置装置用ユニットは、
　制御部と、
　自身を特定するための装置識別情報を記憶する手段と、
　被見守者端末を検知するビーコン受信部と、
　管理サーバとの通信を行う通信部とを備え、
　前記制御部は、前記被見守者端末を検知した際に前記被見守者端末から取得した被見守
者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて前記管理サーバに送信し、
　前記管理サーバから受信した制御情報により前記屋外設置装置が備える前記通知手段を
制御することを特徴とする屋外設置装置用ユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載の屋外置装置用ユニットを備える屋外設置装置。
【請求項３】
　前記屋外設置装置とは、街路灯、防犯灯、その他の屋外に設置される照明装置またはそ
れらの自動点滅器である請求項２に記載の屋外設置装置。
【請求項４】
　被見守者端末と、
　前記被見守者端末との間で近距離無線通信を行う手段を備えるものであって移動困難に
設置される屋外設置装置に備えられる屋外設置装置用ユニットと、
　管理サーバと、
　見守者端末と、を有し、
　前記屋外設置装置用ユニットは、
　近距離無線通信により前記被見守者端末から被見守者識別情報を受信する手段と、
　受信した前記被見守者識別情報と屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とを
前記管理サーバに送信する手段と、を備え、
　前記管理サーバは、
　被見守者を識別する被見守者識別情報と見守者を識別する見守者識別情報とを関連付け
て記憶する手段と、を備え、
　受信した前記被見守者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて記憶する手段と、
　屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とその位置を特定するための装置位置
情報を関連付けて記憶する手段と、
　受信した前記装置識別情報に対応する前記装置位置情報によりと被見守者の位置情報を
含む通知情報を作成する手段と、
　受信した被見守者識別情報により特定される見守者端末に前記通知情報を送信する手段
と、
を備える位置検出システム。
【請求項５】
　被見守者に関係する施設が使用する施設端末を備え、
　前記管理サーバは、
　前記施設端末から施設情報を受け付ける手段と、
　前記施設情報と施設識別情報と関連付けて記憶する手段と、
　前記施設情報と前記施設識別情報とを前記見守者端末に送信する手段と、
　前記見守者端末で選択された少なくとも前記施設識別情報を受信する手段と、
　前記施設識別情報と前記見守者識別情報とを関連付けて記憶する手段と、
　前記施設端末から被見守者の位置情報の閲覧を見守者が承諾しているか否かを判断する
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判断手段とを備え、
　前記判断手段は、前記施設端末からの要求に際し、閲覧が承諾されていると判断しされ
た場合に被見守者の位置情報を送信する、請求項４に記載の位置検出システム。
【請求項６】
　被見守者識別情報と１以上の装置識別情報とを関連付けて記憶するものであって被見守
者が通るべき適正経路を示す適正経路情報を記憶する手段と、
　被見守者が前記適正経路を外れたか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段が適正経路を外れたと判断した場合に前記被見守者識別情報により特定さ
れる見守者端末に所定の通知を行う手段とを備える請求項４又は５に記載の位置検出シス
テム。
【請求項７】
　前記屋外設置装置は、街路灯、防犯灯、その他の屋外に設置される照明装置またはそれ
らの自動点滅器である請求項４乃至６のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項８】
　前記屋外設置装置用ユニットはスピーカーと接続され、
　前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識別情報によって
特定される屋外設置装置用ユニットに所定の音声メッセージの再生を指示する手段を備え
る請求項４又は７のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項９】
　前記屋外設置装置用ユニットは発光部と接続され、
　前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識別情報によって
特定される屋外設置装置用ユニットに対して前記発光部の発光を所定の発光状態に変更す
る指示を行う手段を備える請求項４乃至８のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項１０】
　前記屋外設置装置用ユニットは入力手段と接続され、
　前記管理サーバは、前記被見守者端末と前記屋外設置装置用ユニット間の近距離無線通
信の検知および前記入力手段からの入力検知の両方を検知した場合に、前記通知情報を作
成する手段を備える請求項４乃至９のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項１１】
　前記屋外設置装置用ユニットは入力手段とカメラ接続され、
　前記管理サーバは、
　前記被見守者識別情報と顔識別情報とを関連付けて記憶する手段と、
　前記カメラにより撮像された被見守者の顔画像とその被見守者識別情報とを受信する手
段と、
　受信した前記顔画像が、受信した被見守者識別情報に対応する前記顔識別情報と同一人
であるか否かを顔認証により判別する手段を備える請求項４乃至１０のいずれか１項に記
載の位置検出システム。
【請求項１２】
　前記通知情報は、前記屋外設置装置の位置を示した地図情報であって、被見守者識別情
報によって特定される装置識別情報が示す屋外設置装置用ユニットの位置を指示する指示
表示とを含む情報である請求項４乃至１１のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項１３】
　前記屋外設置装置用ユニットは太陽光発電による電力で稼働するものである請求項４乃
至１２のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項１４】
　被見守者端末と、
　前記被見守者端末との間で近距離無線通信を行う手段を備えるものであって移動困難に
設置される屋外設置装置に備えられる屋外設置装置用ユニットと、
　管理サーバと、
　見守者端末と、を有し、
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　前記屋外設置装置用ユニットが、
　近距離無線通信により前記被見守者端末から被見守者識別情報を受信するステップと、
　受信した前記被見守者識別情報と屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とを
前記管理サーバに送信するステップと、を備え、
　前記管理サーバが、
　被見守者を識別する被見守者識別情報と見守者を識別する見守者識別情報とを関連付け
て記憶するステップと、
　受信した前記被見守者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて記憶するステップと
、
　屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とその位置を特定するための装置位置
情報を関連付けて記憶するステップと、
　受信した前記装置識別情報に対応する前記装置位置情報によりと被見守者の位置情報を
含む通知情報を作成するステップと、
　受信した被見守者識別情報により特定される見守者端末に前記通知情報を送信するステ
ップと、
を備える位置検出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば子供や老人といった、他者からの見守りを要する者の居場所を把握す
るための屋外設置装置用ユニット、屋外設置装置、位置検出システムおよび位置検出方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　子供や老人をはじめとする被見守者については、子供においては迷子防止や誘拐等の事
件や事故対策のために、また、老人においては病気などによる徘徊等の対策として、その
被見守者の家族などの見守者が被見守者の位置などを確認するための各種技術が提供され
ている。
【０００３】
　例えば、特許文献１によれば、識別情報が記憶された近距離無線端末（ビーコン端末）
が被見守者に所持される一方で、見守者が有する近距離無線通信機能と共にＧＰＳにより
位置情報取得機能を備えるスマートフォン等の見守者端末が、近距離無線端末をサーチし
、近距離無線端末が発見された場合に見守者端末のＧＰＳ位置情報と近距離無線端末が記
憶している位置情報とで、被見守者の位置情報を得る手段が提供されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、中継器が、ビーコンを受信し対象者に取り付けられているビー
コン発信装置から対象者識別情報を受信し、その中継器を識別する中継器識別情報と受信
して、サーバ装置に送信し、また、サーバ装置は、ユーザ端末（保護者端末）から捜索依
頼用の対象者識別情報を受信し、その捜索依頼用の対象者識別情報に基づき中継から受信
している対象者識別情報と中継器識別情報により位置情報を特定し、その位置情報をユー
ザ端末に送信する対象者発見システムが提供されている。さらに、対象者に発光手段を備
えたビーコン受信装置を取り付けることで対象者を発見しやすい手段とも提案されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第５８９１４６８号公報
【特許文献２】特開２０１６－３８８９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、特許文献１の手段だと、被見守者の位置情報特定のためには、ＧＰＳを
利用して位置情報を得るため、このＧＰＳ信号送受信するためのスマートフォンその他の
端末等が必要となるため、その分のコストや、利用のためのアプリケーションの準備等の
手間がかかる。
【０００７】
　また、子供の通学の場合などのように、自宅から学校までの通学路といったように予め
経路がある程度決まっている場合は見守者端末も配置し易いが、迷子になった場合や老人
の徘徊等の場合は、経路が不明であるので、見守者端末から所定の距離離れてしまうと被
見守者の位置情報を得ることが困難となる。
【０００８】
　さらに、ＧＰＳによって検出された位置情報を用いる場合、ＧＰＳ信号の受信環境など
が原因で誤差が生じて被見守者の正確な位置が分からない問題がある。それに加えて、そ
もそもＧＰＳが提供する位置情報の精度の限界があるという問題がある。そのため、高層
ビル群や樹木が多数植えられている公園などの見通しのよくない場所では、表示画面上に
おける被見守者と見守者とが同一付近にいながら被見守者の発見が困難である場合がある
。
【０００９】
　特許文献２の手段の場合、捜索時にユーザ端末から捜索用の対象者識別情報のサーバ装
置への送信が必要となるため、特定の誰かを捜索する場合には有用であるが、たとえば保
護者が自分の子供がいつも通り通学路を通っているか、どの辺りにいるのか、複数人で登
下校しているか、など、日常保護者がふっと心配になった際に速やかに確認する場合等に
その都度対象者識別情報の入力送信等を求めるのはやや手間である。
【００１０】
　また、通学路のように、日々特定のルートを通ることが決まっている児童の保護者にと
っては、その特定ルートを大きく外れるような場合は、児童が事件事故に見舞われた可能
性があるので、そうした場合に保護者としてはすぐに知ることができることが望ましい。
【００１１】
　さらに、学校その他の施設など、被見守者が関係する施設の関係者も利用できた方が都
合がいいことが多い反面、プライバシー上の問題があり、また、保護者等の見守る側にと
っては自分たち以外に必要以上に子供たちの居場所が知られるということに抵抗をおぼえ
る可能性もある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、上記課題に鑑み、以下のような手段、ステップを備える屋外設置装置用ユニ
ット、屋外設置装置、位置検出システムおよび位置検出方法である。
（１）屋外に移動困難に設置される屋外設置装置に組み込まれる屋外設置装置用ユニット
において、前記屋外設置装置は、被見守者又は見守者に対して視覚又は聴覚を通じて通知
する通知手段を備え、前記屋外設置装置用ユニットは、制御部と、自身を特定するための
装置識別情報を記憶する手段と、被見守者端末を検知するビーコン受信部と、管理サーバ
との通信を行う通信部とを備え、　前記制御部は、前記被見守者端末を検知した際に前記
被見守者端末から取得した被見守者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて前記管理
サーバに送信し、前記管理サーバから受信した制御情報により前記屋外設置装置が備える
前記通知手段を制御することを特徴とする屋外設置装置用ユニットである。
（２）上記（１）に記載の屋外置装置用ユニットを備える屋外設置装置である。
（３）上記（２）において、前記屋外設置装置とは、街路灯、防犯灯、その他の屋外に設
置される照明装置またはそれらの自動点滅器である。
（４）被見守者端末と、前記被見守者端末との間で近距離無線通信を行う手段を備えるも
のであって移動困難に設置される屋外設置装置に備えられる屋外設置装置用ユニットと、
管理サーバと、見守者端末と、を有し、前記屋外設置装置用ユニットは、近距離無線通信
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により前記被見守者端末から被見守者識別情報を受信する手段と、受信した前記被見守者
識別情報と屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とを前記管理サーバに送信す
る手段と、を備え、前記管理サーバは、被見守者を識別する被見守者識別情報と見守者を
識別する見守者識別情報とを関連付けて記憶する手段と、を備え、受信した前記被見守者
識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて記憶する手段と、屋外設置装置用ユニットを
識別する装置識別情報とその位置を特定するための装置位置情報を関連付けて記憶する手
段と、受信した前記装置識別情報に対応する前記装置位置情報によりと被見守者の位置情
報を含む通知情報を作成する手段と、受信した被見守者識別情報により特定される見守者
端末に前記通知情報を送信する手段と、を備える。
（５）上記（４）において、被見守者に関係する施設が使用する施設端末を備え、前記管
理サーバは、前記施設端末から施設情報を受け付ける手段と、前記施設情報と施設識別情
報と関連付けて記憶する手段と、前記施設情報と前記施設識別情報とを前記見守者端末に
送信する手段と、前記見守者端末で選択された少なくとも前記施設識別情報を受信する手
段と、前記施設識別情報と前記見守者識別情報とを関連付けて記憶する手段と、前記施設
端末から被見守者の位置情報の閲覧を見守者が承諾しているか否かを判断する判断手段と
を備え、前記判断手段は、前記施設端末からの要求に際し、閲覧が承諾されていると判断
しされた場合に被見守者の位置情報を送信する。
（６）上記（４）又は（５）において、被見守者識別情報と１以上の装置識別情報とを関
連付けて記憶するものであって被見守者が通るべき適正経路を示す適正経路情報を記憶す
る手段と、被見守者が前記適正経路を外れたか否かを判断する判断手段と、前記判断手段
が適正経路を外れたと判断した場合に前記被見守者識別情報により特定される見守者端末
に所定の通知を行う手段とを備える。
（７）上記（４）乃至（６）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置は、街路灯、防犯灯
、その他の屋外に設置される照明装置またはそれらの自動点滅器である。
（８）上記（４）乃至（７）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットはスピー
カーと接続され、前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識
別情報によって特定される屋外設置装置用ユニットに所定の音声メッセージの再生を指示
する手段を備える。
（９）上記（４）乃至（８）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットは発光部
と接続され、前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識別情
報によって特定される屋外設置装置用ユニットに対して前記発光部の発光を所定の発光状
態に変更する指示を行う手段を備える。
（１０）上記（４）乃至（９）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットは入力
手段と接続され、前記管理サーバは、前記被見守者端末と前記屋外設置装置用ユニット間
の近距離無線通信の検知および前記入力手段からの入力検知の両方を検知した場合に、前
記通知情報を作成する手段を備える。
（１１）上記（４）乃至（１０）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットは入
力手段とカメラ接続され、前記管理サーバは、前記被見守者識別情報と顔識別情報とを関
連付けて記憶する手段と、前記カメラにより撮像された被見守者の顔画像とその被見守者
識別情報とを受信する手段と、受信した前記顔画像が、受信した被見守者識別情報に対応
する前記顔識別情報と同一人であるか否かを顔認証により判別する手段を備える。
（１２）上記（４）乃至（１１）のいずれかにおいて、前記通知情報は、前記屋外設置装
置の位置を示した地図情報であって、被見守者識別情報によって特定される装置識別情報
が示す屋外設置装置用ユニットの位置を指示する指示表示とを含む情報である。
（１３）上記（４）乃至（１２）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットは太
陽光発電による電力で稼働するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、位置情報としてＧＰＳを利用せずに、所定の場所に設置されている街
路灯、防犯灯又は道路灯の位置に対応した個別の位置情報を利用するため、ＧＰＳを利用
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するための装置や機能が不要となり、利用者にとっては簡便で、その分の余計なコストが
かからない。このように、位置情報が街路灯、防犯灯又は道路灯といった実際に位置する
設置物を示すため、見守者にとって場所が分かり易く、被見守者を見つけやすい。
【００１４】
　また、見守者識別情報と被見守者識別情報を関連付けて記憶するので、見守者識別情報
をログイン認証におけるＩＤとパスワードのうちＩＤとして用いることで、その後のシス
テム利用の際に見守者識別情報を入力する必要がなく被見守者の位置情報等が分かるため
、特定の定まった関係にある、たとえば、親が自分の子供の位置等を知るためには簡便で
使い勝手のよいものとなる。
【００１５】
　さらに、被見守者が所属する学校等の施設の職員等が被見守者の位置情報を確認できる
ようにする場合でも被見守者のプライバシーや見守者の心情に配慮したものとすることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係るハードウェアとそれらの結びつきを示す概略図である。
【図２】照明装置１の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】管理サーバが記憶する情報の一例を示す図である。
【図４】見守者端末５における通知情報の表示の一例を示す図である。
【図５】見守者端末５における通知情報の表示の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００１７】
　以下、本発明の実施例１について図面を参照しつつ説明する。図１は、本発明に必要な
ハードウェアと、それらの結びつきを示す概略図である。照明装置１は、例えば、道路や
公園内等に一般的に複数設置されるものであり、図１においては、それらを個別に区別す
るため便宜的に１ａ、１ｂ、１ｃとしている。
【００１８】
　照明装置１は、通信部を備え、見守者が有する見守者端末５および管理サーバ７とイン
ターネット等の通信回線２を介して相互にデータ送受信可能に接続される。見守者端末５
は、通信手段、表示手段等を備える、例えば、一般的なコンピュータ、スマートフォン、
タブレットＰＣ等といった電子計算機や携帯情報端末であってよい。
【００１９】
　被見守者端末３は被見守者が所持する機器であって、近距離無線通信機能を有するもの
である。被見守者端末３は、ビーコン発信部、被見守者端末３を識別するための被見守者
識別情報を記憶する記憶手段、各種情報処理のための制御手段を備える。近距離通信の規
格は既知のものが適宜採用できるが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）４．０以降のいわ
ゆる「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ」として知られる規格が、電池寿命の
点等から望ましい。
【００２０】
　図２は、照明装置１の構成の一例を示すブロック図である。照明装置１は、主に制御部
、ビーコン受信部、通信部、発光部を備える。制御部は、点灯、消灯、調光等を指示する
発光指示情報やビーコン信号、その他各種情報を処理する処理装置、さらに各種情報を記
憶するための記憶装置を備える。後述するが、記憶装置には特にその照明装置１各々を特
定するための装置識別情報が記憶される。
【００２１】
　照明装置１の発光部は、電球、蛍光灯およびＬＥＤ等による発光装置と、その発光装置
の点灯、消灯、調光等を制御するための制御回路および点灯回路を備える。発光部は複数
の異なる発光色による発光を可能にするように、異なる発光色の発光部を複数備えるよう
にしてもよいし、変色可能のものを備えるようにしてもよい。
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【００２２】
　通信部は制御部の指示により通信回線２を介して見守者端末５や管理サーバ７とデータ
の送受信を行う。ビーコン受信部は、被見守者端末３が発信するビーコン信号を検知する
手段である。なお、照明装置１への電源供給に関しては、任意の電源供給手段を用いるこ
とができる。ここでは、説明を省略する。
【００２３】
　また、照明装置１は、入力手段１１と接続される。入力手段１１の情報入力方式は特に
限定されるものではなく、機械的な接点スイッチ、赤外線や静電容量式のセンサなどであ
ってもよい。入力手段１１は、照明装置１の近傍に設けられるものであり、例えば照明装
置１の支柱の地面から被見守者の手が届く程度の高さに設けられる。
【００２４】
　その他、照明装置１は、スピーカーやカメラを備えるようにしてもよい。
【００２５】
　以下、実施例１における処理の流れについて説明する。
　被見守者端末３を身に付けた被見守者が、ビーコン受信部を備える照明装置１ａに接近
すると、ビーコン受信部は、被見守者端末３が発信したビーコン信号を検知して被見守者
端末３から発信される被見守者識別情報を受信する。
【００２６】
　被見守者識別情報を受信した照明装置１ａは、被見守者識別情報と、照明装置１ａが予
め記憶している照明装置１ａ自身を特定するための装置識別情報とを通信回線２を介して
管理サーバ７に送信する。
【００２７】
　この被見守者識別情報を受信した管理サーバ７は、図３に示すように、被見守者識別情
報と装置識別情報を関連付けて管理ファイルに記憶する。さらに、管理サーバ７が被見守
者識別情報を受信した日時を示す時間情報を関連付けて記憶するようにしてもよい。こう
することで、被見守者の移動の様子を時間経過と共に追跡できる。
【００２８】
　また、管理サーバ７は、被見守者識別情報とその被見守者の見守者を識別するための見
守者識別情報とを関連付けた見守者ファイルを記憶している。さらに、管理サーバ７は、
装置位置ファイルを記憶している。この装置位置ファイルは、照明装置１の各々を特定す
るための装置識別情報と、照明装置１ごとの装置位置情報とが関連付けられているもので
ある。ここで、装置位置情報とは、例えば、所定の地図情報における位置特定のための座
標情報や、「○○公園噴水前」などの文字列であってもよい。
【００２９】
　これらの各ファイルは、図３に示すように、相互に参照可能なように関連付けられて記
憶される。
【００３０】
　ここで、具体的に、管理サーバ７が受信した被見守者識別情報が「Ａ０００１」であり
、照明装置１ａの装置識別情報が「Ｓ０００１」だとする。管理サーバ７は、管理ファイ
ルに被見守者識別情報「Ａ０００１」と装置識別情報が「Ｓ０００１」を関連付けて記憶
する。前述のとおり、あわせて時間情報を関連付けるようにしてもよい。このように管理
ファイルには、照明装置１から送信される被見守者識別情報と装置識別情報とが随時関連
付けて記憶される。
【００３１】
　続いて、見守者が見守者端末５から被見守者の位置を確認する処理について説明する。
　見守者は見守者端末５から管理サーバ７にアクセスする。見守者端末５は、管理サーバ
７に見守者識別情報を送信し、管理サーバ７はこの見守者識別情報を受信する。この見守
者識別情報の送受信は、管理サーバ７へのログインの一環として行われるようにしてもよ
い。
【００３２】
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　管理サーバ７は、受信した見守者識別情報をキーに見守者ファイルを検索し、該当する
被見守者識別情報を抽出する。続いて、抽出された被見守者識別情報をキーに管理ファイ
ルを検索し該当する装置識別情報を抽出する。ここでは最新のレコードから装置識別情報
を抽出するものとする。
【００３３】
　管理サーバ７は、装置位置情報および所定の地図情報等から通知情報を作成し見守者端
末５に送信する。通知情報は、例えば、照明装置１を示す画像がそれぞれ装置位置情報に
従って配置された地図であって、前述のとおり抽出された装置識別情報に係る照明装置１
（ここでは照明装置１ａ）を指示する指示表示とからなる。これを受信した見守者は、図
４に示すように、見守者端末５の表示手段を介して被見守者の位置を確認することができ
る。
【００３４】
　ここで、指示表示は、例えば、照明装置１を示す画像を矢印で指し示す、線で囲う、色
を変化させるなど、見守者に注目を促すようなものであればよい。
【００３５】
　なお、ここでは管理サーバ７は、管理ファイルから被見守者識別情報における最新レコ
ードから装置識別情報を特定しているが、たとえば、過去一定時間内における複数の装置
識別情報に基づいて通知情報を作成し見守者端末５に送信するようにしてもよい。この場
合、被見守者の移動の様子が分かるように、図５に示すように、時間情報と共に通知して
もよい。
【００３６】
　これまでの説明では、見守者端末５により特定の一の被見守者端末３の位置を確認でき
るようにしているが、照明装置１が、その被見守者端末３と、それとは別の被見守者端末
を複数検知している場合には、それらを見守者端末５で確認できるようにしてもよい。具
体的には、照明装置１ａが、特定の一の被見守者端末３ａを検知した際、検知から所定の
時間範囲で検知された別の被見守者端末３ｂおよび３ｃがある場合、図４に示すような位
置情報と共に、被見守者端末３ａの他に二の被見守者端末（３ｂ，３ｃ）が存在すること
を示す何らかの表示をするようにする。表示の態様は、特定の一の被見守者端末３の他に
複数存在することが見守者が分かるものであればよく、たとえば、検知された被見守者端
末の台数を示す数字を表示する、矢印表示を台数分表示するなどの態様であってよい。こ
のようにすることで、見守者は、見守るべき被見守者と行動を共にするものがいるか否か
が分かるので、見守者が小学生の登下校を見守る場合、複数人で登下校していることが確
認できるため、より安心感を得ることができる。
【００３７】
　所定の経路から被見守者がはずれた場合に、見守者の見守者端末５に通知するようにし
てもよい。被見守者が小学生等であって登下校における通学路が定まっているような場合
などにおいて、被見守者が誘拐等の事件や事故の可能性にいち早く気付くことができる。
【００３８】
　その被見守者が通るべき経路に位置する照明装置１の装置識別情報を被見守者が通る順
番にその被見守者識別情報と関連付けて記憶する。これを適正な経路情報として、管理サ
ーバ７は、受信した被見守者識別情報と装置識別情報とに基づき、適正な経路をたどって
いるか否かを判断する。
【００３９】
　管理サーバ７への適正な経路情報の記憶の方法については、まず、見守者等がその被見
守者が通るべき経路に位置する照明装置１を予め指定する方法がある。他の方法として、
以前にその見守者が通った経路情報から管理サーバ７が適正な経路情報を学習し、記憶す
る方法がある。管理サーバ７による適正な経路情報の学習とは、例えば、所定の期間（例
えば過去１ヶ月間）その被見守者を検知した照明装置１の装置識別情報を記憶して、これ
を適正な経路情報とする。その被見守者識別情報を所定の期間検知していない照明装置１
の装置識別情報を受信した場合に、その被見守者が適正経路から外れたと判断するように
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する。
【００４０】
　また、被見守者端末３からのビーコン信号を検知した際に、照明装置１に所定の動作、
たとえば、発光手段を発光させる、スピーカーから所定の放音をさせるようにしてもよい
。これにより、照明装置の発光その他の動作に不具合がないかどうか容易に確認できるた
め、保守管理の手間が軽減される。
【実施例２】
【００４１】
　子供が迷子になった場合など、親をはじめとする家族（見守者）が、被見守者を探しに
いくことが必要となる。こういった場合、遮蔽物が多い場所や見守者自身がはじめて訪れ
る場所などでは、被見守者における見守者の発見に時間がかかってしまったり、また、見
守者が探しに行くまでの間に被見守者がその場に留まらずに動き回ってしまうなど、より
発見が困難になる場合が考えられる。
【００４２】
　こういったことを可及的に防止するために、照明装置１が被見守者端末３が発信したビ
ーコンを検知した場合に、照明装置１の発光部を調光するようにする。例えば、発光部を
通常の白系色から青色に変更したり、点滅させるようにすればよい。要は、遠方からでも
見守者が発見しやすいように、周囲の発光とは異なる発光をさせるようにすればよい。こ
うすることで、見守者は、そこが初めての場所であっても、また、多少遮蔽物があっても
、その場所の発見が容易となる。
【００４３】
　また、照明装置１にスピーカーを設けている場合、当該スピーカーから「その場に留ま
る」旨や、帰宅を促す旨の音声メッセージを発するようにしてもよい。
【００４４】
　被見守者端末３からのビーコンを照明装置１が検知した場合に、予め照明装置１に記憶
されている音声メッセージを再生するようにすればよい。しかしながらこの場合、何らの
手当てを施さなければ、被見守者端末３がビーコンを検知した場合に常に音声メッセージ
が再生されてしまう。これを防ぐため、見守者端末５から音声メッセージ再生のリクエス
トを管理サーバ７が受信した場合に該当する被見守者に対してのみ音声メッセージ再生を
するようにすればよい。
【００４５】
　例えば、子供（被見守者）が迷子になってしまい、親（見守者）が探すような場合を想
定すると、見守者は見守者端末３から管理サーバ７に対してメッセージの再生を要求する
再生要求情報を送信する。これを受信した管理サーバ７は、見守者識別情報から該当する
被見守者識別情報を抽出して記憶する再生先特定処理を行う。
【００４６】
　その後、子供が照明装置１ａに接近して照明装置１が被見守者端末３のビーコンを検知
した場合、被見守者端末３と照明装置１ａとの近距離通信により被見守者端末３の被見守
者識別情報を照明装置１ａが受信し、照明装置１ａは被見守者識別情報と照明装置１ａの
装置識別情報を管理サーバ７に送信する。
【００４７】
　これを受信した管理サーバ７は、照明装置１ａから受信した被見守者識別情報と、先の
再生先特定処理により特定されている被見守者識別情報とが一致するかどうかを判定し、
一致する場合に受信している装置識別情報により照明装置１ａに音声再生指示情報を送信
する。これを受信した照明装置１ａは、予め記憶している音声メッセージデータを再生す
る。
【００４８】
　これにより、迷子になった子供などに、その場に留まるように伝えることができる。こ
のとき、実施例１によれば、親（見守者）は、子供（被見守者）の居場所も把握できてい
る上、子供が動き回らずにその場に留めておくことができるので、親（見守者）にとって
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は、子供（被見守者）を発見しやすくなる。また、帰宅が遅い子供に対しては、その子供
の被見守者端末３を検知している照明装置１のスピーカーに帰宅を促す音声メッセージを
再生させることで、その子供に帰宅を指示、促すことができる。
【００４９】
　この音声メッセージについては、複数のメッセージ内容の音声メッセージデータを記憶
させて、見守者端末５から選択できるようにしてもよい。また、あらかじめ照明装置１が
記憶している所定の音声メッセージデータでもよいが、管理サーバ７が記憶していてもよ
い。管理サーバ７が記憶している場合、例えば、音声再生指示情報と共に、もしくは、こ
れに代えて音声メッセージデータを照明装置１に送信するようにすればよい。
【００５０】
　また、見守者が見守者端末３等で録音した音声メッセージデータであってもよい。この
場合、見守者は被見守者に伝えたメッセージを予め録音しておき、その音声メッセージデ
ータを管理サーバ７に送信しておき、管理サーバ７は、これを見守者識別情報等と関連付
けて記憶する。あとは、前述の説明にならって、見守者録音による音声メッセージデータ
を照明装置１に送信する。このようにすることで、被見守者が見守者の肉声等を聞くこと
ができるので、被見守者の安心に繋がり、音声の指示に従う可能性も高くなる。
【実施例３】
【００５１】
　照明装置１はカメラを備える。この場合、当該カメラは設置されている照明装置１の直
下付近を撮影して、その映像をリアルタイムで見守者が見守者端末５において確認できる
ようにしてもよい。被見守者の現在の状況を確認することができるため、見守者の安心の
材料になるし、不審者が近くにいた場合には、実施例２のとおりスピーカーを通じて注意
や警告を発することができる。
【００５２】
　この場合、見守者によるカメラ機能の悪用を防ぐため、カメラを通じて映像を確認でき
るのは、被見守者端末３のビーコンを検知している間だけとするようにしてもよい。
【００５３】
　また、見守者端末５によりカメラを介して被見守者の様子等を見るのではなく、顔認証
するようにしてもよい。例えば、管理サーバ７は顔認証に必要なプログラムと、顔認証の
ための顔識別情報をその被見守者識別情報と関連付けて記憶しており、照明装置１が検知
した被見守者端末３の被見守者識別情報と、カメラを介してその被見守者の顔を撮像した
顔画像によりその被見守者か否かを判断するようする。これにより、その被見守者端末３
の適正な所有者がその被見守者端末３を所持しているか否かが判別できる。
【実施例４】
【００５４】
　照明装置１はスイッチ等の入力手段を備える。これまでの説明によれば、子供等が被見
守者の場合は親をはじめとする家族の誰かが見守者となることが多いと考えられるが、こ
うした関係に限定する必要はなく、見守者が警察等であってもよい。
【００５５】
　例えば、被見守者をストーカーの被害者とする。こういった被見守者の場合、見守者が
常に被見守者の行動を確認できることより、被害者に緊急事態が生じたときに、いま緊急
事態が生じたこと、および、その位置をできるだけ早く周囲もしくは警察等の必要各所に
通知できるようにする必要がある。
【００５６】
　この場合の被見守者端末３の被見守者識別情報は、見守者としての警察その他所定の通
知先を見守者としてその見守者識別情報と関連付けて管理サーバ７が記憶されているもの
とする。
【００５７】
　この被見守者端末３が照明装置１に接近してビーコンを検知し、その被見守者識別情報
を受信し管理サーバ７は、被見守者識別情報の受信だけでは特に見守者端末５に対し何も
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通知しない。
【００５８】
　照明装置１がこの被見守者端末３を検知しており、かつ、照明装置１の支柱等に取り付
けられている入力手段がＯＮにされた場合に、所定の情報を見守者に送信する。具体的に
は、管理サーバ７は、照明装置１ａから被見守者端末３のビーコン検知による被見守者識
別情報と装置識別情報を受信している状況で、入力手段からのＯＮ信号を照明装置１ａか
ら受信した場合にのみ、見守者への所定の通知処理を行う。ここでいう通知処理とは、実
施例１にいうような被見守者の位置を特定するための地図情報の通知や、文字や音声によ
って緊急事態を通知するものであってよい。
【実施例５】
【００５９】
　これまでの実施例１乃至４における見守者端末５については、被見守者が子供の場合は
保護者（親など）が保有する端末を想定しているが、その他の者が保有する端末から被見
守者に関する情報を確認できるようにしてもよい。
【００６０】
　その他の者の例としては、まず、その被見守者たる子供が通う学校の教師等や高齢者施
設の職員等である。こうした学校の教師や施設の職員等に対しては保護者による見守者端
末５によるアクセスおよび閲覧可能情報とは別の処理を行うようにできる。
【００６１】
　管理サーバ７としては、保護者とは別のたとえば教師等が被見守者に関する情報を確認
できるようにするために、その被見守者の通う学校や入居の施設を識別するための施設識
別情報と保護者等の見守者を識別する見守者識別情報とを関連付けて記憶する。
【００６２】
　ここで、上記実施例１乃至４についても同様だが、保護者等の見守者は、本発明に係る
システムおよび方法を利用するにあたり、それぞれ見守者端末５介して利用者情報を管理
サーバ７に送信し利用者登録を済ませているものであり、その際に、見守者識別情報が決
定され見守者自身の知るところとなっている。見守者識別情報の決定の方法は、管理サー
バ７がユニークな値を決定してもよいし、見守者が入力するユニークで任意の値に決定し
てもよく、従来から知られている方法を適宜利用できる。一方、学校等の施設からの利用
者にもほぼ同様の利用者登録が課される。
【００６３】
　この利用者登録の際に、保護者（見守者）であるのか、施設であるかを選択させるよう
にする。学校の教師等により「施設」が選択された場合は、施設情報に関する利用者情報
以外の情報を求めずに利用者登録を受け付ける。
【００６４】
　一方、利用者登録において、保護者（見守者）が選択された場合、管理サーバ７は、見
守者端末５に対しその見守者が知る被見守者識別情報の入力を促し、これを受け付けて、
見守者識別情報と被見守者識別情報を関連付けて記憶する（例えば、図３＜見守者ファイ
ル＞）。このとき、利用者登録の一連の入力作業のどこからで、「施設情報」を選択させ
、被見守者の位置情報を施設職員（教師や入居者施設職員等）によっても閲覧可能にして
もよいか、見守者に確認させるようにする。
【００６５】
　具体的には、管理サーバ７は、見守者端末５からの利用者登録のいずれかのタイミング
で、既に上記のとおり登録済みの施設情報と、たとえば「児童の位置情報等を学校側に通
知しますか？」などの確認メッセージと共に見守者端末５に送信する。見守者は見守者端
末５の操作により被見守者の通う学校などの施設名を選択し、被見守者の位置情報等が施
設側から閲覧できることに承諾できる、できない旨の情報を管理サーバ７に送信する。
【００６６】
　管理サーバ７は、選択された施設の施設識別情報とその見守者の見守者識別情報とを関
連付けて記憶する。また上記実施例１乃至４と同様、例えば、「図３」に示す＜見守者フ
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ァイル＞のように、見守者識別情報と被見守者識別情報とを関連付けて記憶する。施設側
からの位置情報の閲覧を見守者が承諾しているか否かについては、個別にフラグ情報等を
関連付けて記憶するようにしてもよいし、承諾がある場合にのみ見守者識別情報と施設識
別情報とを関連付けて記憶することで、見守者識別情報に関連付けられる施設識別情報が
存在しない場合は承諾無し、存在する場合は承諾有りと判断するなど、承諾の有無の確認
の方法は問わない。
【００６７】
　以上の処理により、施設が学校の場合、学校の教師等は施設端末６を介してその児童（
被見守者）の保護者（見守者）による承諾を得ることができた被見守者の位置情報等をだ
けを確認することができる。施設側が被見守者の位置情報を閲覧できることに抵抗がある
見守者は閲覧を制限することができるため安心感が得られやすく、施設側としても見守者
の承諾があるものについてのみ閲覧可能なので見守者と施設側とのプライバシー等に関す
るトラブル防止にも繋がる。さらに、施設職員は、被見守者識別情報や見守者識別情報を
個別に収集、入力等する作業が不要である。
【００６８】
　また、被見守者が通学路などの通常のルートから外れた場合に、その被見守者の見守者
が保持する見守者端末５だけでなく施設端末６にも、被見守者が通常ルートからそれてい
る旨、メールその他のメッセージ等で通知するようにしてもよい。少なくとも、見守者か
らの閲覧の承諾がある場合、結果的に施設識別情報と見守者識別情報と被見守者識別情報
とは関連付けて管理サーバ７に記憶されていることとなるため、被見守者が通常のルート
から外れるような問題が生じた場合に、その被見守者および施設として連絡すべき見守者
の特定、把握が容易である。
【００６９】
　本発明は、以上の例に限定されない。たとえば、管理サーバ７は単一のハードウェアで
ある必要はなく、複数のハードウェアから構成されるものであってよい。これまで説明し
た各種ファイルやハードウェア間で送受信される情報の種類若しくは関連付け方について
も、これまでの説明のとおりに限定されるものでなく、必要に応じて各情報が参照できる
構造になっていればよい。
【００７０】
　各実施例において照明装置１として説明してきが、必ずしも照明装置に限定されるもの
ではなく、屋外に設置するものであって事実上移動が不可能もしくは著しく困難な建物や
その他の土地定着物に設置されて使用されるもの、たとえば、電柱等に設置される配電装
置、屋外照明装置の自動点滅器等の屋外設置装置であってよい。また、図２に示すように
制御部、通信部、ビーコン受信部といった各部はすべて屋外設置装置に内蔵される必要は
必ずしもなく、これら「制御部、通信部、ビーコン受信部」を屋外設置装置とは独立した
ユニットとしてもよい。当該ユニットのみを購入し既存の屋外設置装置に接続することで
、既存の屋外設置装置を利用しながら近距離無線機能および管理サーバ７との通信機能お
よび必要な情報処理機能等といった必要機能を既存の屋外設置装置に付与することができ
る。
【００７１】
　上記説明において、照明装置１への電源供給に関する手段については、既知の種々の手
段から適宜採用できるため説明を省略しているが、例えば、一般的な商用電源を使用する
ものであってもよいし、太陽光発電により得られた電力を使用するようにしてもよい。太
陽光発電による電力を使用する場合には、既に知られている太陽光発電用のソーラーパネ
ルと発電した電力を蓄電しておくための蓄電装置等からなる太陽光発電装置を適宜用いる
ようにすればよい。
【００７２】
　実施例１の説明において、管理ファイルは照明装置１からの被見守者識別情報と装置識
別情報を関連付けて順次追加蓄積的に記憶しているが、勿論、これに限られない。例えば
、照明装置１から受信する被見守者識別情報と装置識別情報についての管理装置７での記
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憶は一時的なものとして蓄積しないようにしてもよい。また、見守者端末５において、過
去の通知情報を蓄積して記憶し加工して、適宜、表示を変更できるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００７３】
　１　照明装置
　２　通信回線
　３　被見守者端末
　５　見守者端末
　６　施設端末
　７　管理サーバ
　１１　入力手段

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月23日(2018.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋外に移動困難に設置される屋外設置装置に組み込まれる屋外設置装置用ユニットにお
いて、
　前記屋外設置装置は、被見守者又は見守者に対して視覚及び聴覚を通じて通知する通知
手段を備え、
　前記屋外設置装置用ユニットは、
　制御部と、
　自身を特定するための装置識別情報を記憶する手段と、
　被見守者端末を検知するビーコン受信部と、
　管理サーバとの通信を行う通信部と、を備え、
　前記制御部は、前記被見守者端末を検知した際に前記被見守者端末から取得した被見守
者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて前記管理サーバに送信し、
　前記管理サーバにより前記被見守者識別情報に対応する見守者の見守者端末から要求が
ある場合に前記装置識別情報により特定される前記屋外設置装置用ユニットに送信される
制御情報により前記屋外設置装置が備える聴覚を通じて通知する通知手段を制御するもの
であり、
　前記屋外設置装置とは、街路灯、防犯灯、その他の屋外に設置される照明装置であり、
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　視覚を通じて通知する通知手段とは、前記屋外設置装置が備える発光部であって、前記
ビーコン受信部が前記被見守者端末を検知した際に、前記発光部の発光を所定の発光状態
に変更することによるものであり、
　聴覚を通じて通知する通知手段とは、スピーカーであり、
　前記制御情報とは、前記スピーカーに音声の再生を指示する指示情報を含むことを特徴
とする屋外設置装置用ユニット。
【請求項２】
　前記制御情報には、前記見守者端末から前記管理サーバが受信した音声情報が含まれる
ことを特徴とする請求項１に記載の屋外設置装置用ユニット。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の屋外設置装置用ユニットを備える屋外設置装置。
【請求項４】
　被見守者端末と、
　前記被見守者端末との間で近距離無線通信を行う手段を備えるものであって移動困難に
設置される屋外設置装置に備えられる屋外設置装置用ユニットと、
　管理サーバと、
　見守者端末と、
　被見守者に関係する施設が使用する施設端末と、を有し、
　前記屋外設置装置用ユニットは、
　近距離無線通信により前記被見守者端末から被見守者識別情報を受信する手段と、
　受信した前記被見守者識別情報と屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とを
前記管理サーバに送信する手段、を備え、
　前記管理サーバは、
　被見守者を識別する被見守者識別情報と見守者を識別する見守者識別情報とを関連付け
て記憶する手段と、
　受信した前記被見守者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて記憶する手段と、
　屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とその位置を特定するための装置位置
情報を関連付けて記憶する手段と、
　受信した前記装置識別情報に対応する前記装置位置情報により被見守者の位置情報を含
む通知情報を作成する手段と、
　受信した被見守者識別情報により特定される見守者端末に前記通知情報を送信する手段
と、
　前記施設端末から施設情報を受け付ける手段と、
　前記施設情報と施設識別情報と関連付けて記憶する手段と、
　前記施設情報と前記施設識別情報とを前記見守者端末に送信する手段と、
　前記見守者端末で選択された少なくとも前記施設識別情報を受信する手段と、
　前記施設識別情報と前記見守者識別情報とを関連付けて記憶する手段と、
　前記施設端末から被見守者の位置情報の閲覧を見守者が承諾しているか否かを判断する
判断手段と、を備え、
　前記判断手段は、前記施設端末からの要求に際し、閲覧が承諾されていると判断された
場合に被見守者の位置情報を送信する、位置検出システム。
【請求項５】
　被見守者識別情報と１以上の装置識別情報とを関連付けて記憶するものであって被見守
者が通るべき適正経路を示す適正経路情報を記憶する手段と、
　被見守者が前記適正経路を外れたか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段が適正経路を外れたと判断した場合に前記被見守者識別情報により特定さ
れる見守者端末に所定の通知を行う手段とを備える請求項４に記載の位置検出システム。
【請求項６】
　前記屋外設置装置は、街路灯、防犯灯、その他の屋外に設置される照明装置またはそれ
らの自動点滅器である請求項４又は５に記載の位置検出システム。
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【請求項７】
　前記屋外設置装置用ユニットはスピーカーと接続され、
　前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識別情報によって
特定される屋外設置装置用ユニットに所定の音声メッセージの再生を指示する手段を備え
る請求項４乃至６のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項８】
　前記屋外設置装置用ユニットは発光部と接続され、
　前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識別情報によって
特定される屋外設置装置用ユニットに対して前記発光部の発光を所定の発光状態に変更す
る指示を行う手段を備える請求項４乃至７のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項９】
　前記屋外設置装置用ユニットは入力手段と接続され、
　前記管理サーバは、前記被見守者端末と前記屋外設置装置用ユニット間の近距離無線通
信の検知および前記入力手段からの入力検知の両方を検知した場合に、前記通知情報を作
成する手段を備える請求項４乃至８のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項１０】
　前記屋外設置装置用ユニットはカメラと接続され、
　前記管理サーバは、
　前記被見守者識別情報と顔識別情報とを関連付けて記憶する手段と、
　前記カメラにより撮像された被見守者の顔画像とその被見守者識別情報とを受信する手
段と、
　受信した前記顔画像が、受信した被見守者識別情報に対応する前記顔識別情報と同一人
であるか否かを顔認証により判別する手段を備える請求項４乃至９のいずれか１項に記載
の位置検出システム。
【請求項１１】
　前記通知情報は、前記屋外設置装置の位置を示した地図情報であって、被見守者識別情
報によって特定される装置識別情報が示す屋外設置装置用ユニットの位置を指示する指示
表示とを含む情報である請求項４乃至１０のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項１２】
　前記屋外設置装置用ユニットは太陽光発電による電力で稼働するものである請求項４乃
至１１のいずれか１項に記載の位置検出システム。
【請求項１３】
　被見守者端末と、
　前記被見守者端末との間で近距離無線通信を行う手段を備えるものであって移動困難に
設置される屋外設置装置に備えられる屋外設置装置用ユニットと、
　管理サーバと、
　見守者端末と、
　被見守者に関係する施設が使用する施設端末と、を含み、
　前記屋外設置装置用ユニットが、
　近距離無線通信により前記被見守者端末から被見守者識別情報を受信するステップと、
　受信した前記被見守者識別情報と屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とを
前記管理サーバに送信するステップと、実行し、
　前記管理サーバが、
　被見守者を識別する被見守者識別情報と見守者を識別する見守者識別情報とを関連付け
て記憶するステップと、
　受信した前記被見守者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて記憶するステップと
、
　屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とその位置を特定するための装置位置
情報を関連付けて記憶するステップと、
　受信した前記装置識別情報に対応する前記装置位置情報により被見守者の位置情報を含
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む通知情報を作成するステップと、
　受信した被見守者識別情報により特定される見守者端末に前記通知情報を送信するステ
ップと、
　前記施設端末から施設情報を受け付けるステップと、
　前記施設情報と施設識別情報と関連付けて記憶するステップと、
　前記施設情報と前記施設識別情報とを前記見守者端末に送信するステップと、
　前記見守者端末で選択された少なくとも前記施設識別情報を受信するステップと、
　前記施設識別情報と前記見守者識別情報とを関連付けて記憶するステップと、
　前記施設端末から被見守者の位置情報の閲覧を見守者が承諾しているか否かを判断する
判断ステップと、を実行し、
　前記判断ステップは、前記施設端末からの要求に際し、閲覧が承諾されていると判断さ
れた場合に被見守者の位置情報を送信する、位置検出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、上記課題に鑑み、以下のような手段、ステップを備える屋外設置装置用ユニ
ット、屋外設置装置、位置検出システムおよび位置検出方法である。
（１）屋外に移動困難に設置される屋外設置装置に組み込まれる屋外設置装置用ユニット
において、前記屋外設置装置は、被見守者又は見守者に対して視覚及び聴覚を通じて通知
する通知手段を備え、前記屋外設置装置用ユニットは、制御部と、自身を特定するための
装置識別情報を記憶する手段と、被見守者端末を検知するビーコン受信部と、管理サーバ
との通信を行う通信部と、を備え、前記制御部は、前記被見守者端末を検知した際に前記
被見守者端末から取得した被見守者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて前記管理
サーバに送信し、前記管理サーバにより前記被見守者識別情報に対応する見守者の見守者
端末から要求がある場合に前記装置識別情報により特定される前記屋外設置装置用ユニッ
トに送信される制御情報により前記屋外設置装置が備える聴覚を通じて通知する通知手段
を制御するものであり、前記屋外設置装置とは、街路灯、防犯灯、その他の屋外に設置さ
れる照明装置であり、視覚を通じて通知する通知手段とは、前記屋外設置装置が備える発
光部であって、前記ビーコン受信部が前記被見守者端末を検知した際に、前記発光部の発
光を所定の発光状態に変更することによるものであり、聴覚を通じて通知する通知手段と
は、スピーカーであり、　前記制御情報とは、前記スピーカーに音声の再生を指示する指
示情報を含むことを特徴とする屋外設置装置用ユニットである。
（２）上記（１）において、前記制御情報には、前記見守者端末から前記管理サーバが受
信した音声情報が含まれることを特徴とする屋外設置装置用ユニットである。
（３）上記（１）又は（２）に記載の屋外設置装置用ユニットを備える屋外設置装置であ
る。
（４）被見守者端末と、前記被見守者端末との間で近距離無線通信を行う手段を備えるも
のであって移動困難に設置される屋外設置装置に備えられる屋外設置装置用ユニットと、
管理サーバと、見守者端末と、被見守者に関係する施設が使用する施設端末と、を有し、
前記屋外設置装置用ユニットは、近距離無線通信により前記被見守者端末から被見守者識
別情報を受信する手段と、受信した前記被見守者識別情報と屋外設置装置用ユニットを識
別する装置識別情報とを前記管理サーバに送信する手段、を備え、前記管理サーバは、被
見守者を識別する被見守者識別情報と見守者を識別する見守者識別情報とを関連付けて記
憶する手段と、受信した前記被見守者識別情報と前記装置識別情報とを関連付けて記憶す
る手段と、屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とその位置を特定するための
装置位置情報を関連付けて記憶する手段と、受信した前記装置識別情報に対応する前記装
置位置情報により被見守者の位置情報を含む通知情報を作成する手段と、受信した被見守
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者識別情報により特定される見守者端末に前記通知情報を送信する手段と、前記施設端末
から施設情報を受け付ける手段と、前記施設情報と施設識別情報と関連付けて記憶する手
段と、前記施設情報と前記施設識別情報とを前記見守者端末に送信する手段と、前記見守
者端末で選択された少なくとも前記施設識別情報を受信する手段と、前記施設識別情報と
前記見守者識別情報とを関連付けて記憶する手段と、前記施設端末から被見守者の位置情
報の閲覧を見守者が承諾しているか否かを判断する判断手段と、を備え、前記判断手段は
、前記施設端末からの要求に際し、閲覧が承諾されていると判断された場合に被見守者の
位置情報を送信する、位置検出システムである。
（５）上記（４）において、被見守者識別情報と１以上の装置識別情報とを関連付けて記
憶するものであって被見守者が通るべき適正経路を示す適正経路情報を記憶する手段と、
被見守者が前記適正経路を外れたか否かを判断する判断手段と、前記判断手段が適正経路
を外れたと判断した場合に前記被見守者識別情報により特定される見守者端末に所定の通
知を行う手段と、を備える位置検出システムである。
（６）上記（４）又は（５）において、前記屋外設置装置は、街路灯、防犯灯、その他の
屋外に設置される照明装置またはそれらの自動点滅器である位置検出システムである。
（７）上記（４）乃至（６）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットはスピー
カーと接続され、前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識
別情報によって特定される屋外設置装置用ユニットに所定の音声メッセージの再生を指示
する手段を備える位置検出システムである。
（８）上記（４）乃至（７）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットは発光部
と接続され、前記管理サーバは、前記見守者端末からの要求指示に従って被見守者識別情
報によって特定される屋外設置装置用ユニットに対して前記発光部の発光を所定の発光状
態に変更する指示を行う手段を備える位置検出システムである。
（９）上記（４）乃至（８）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットは入力手
段と接続され、前記管理サーバは、前記被見守者端末と前記屋外設置装置用ユニット間の
近距離無線通信の検知および前記入力手段からの入力検知の両方を検知した場合に、前記
通知情報を作成する手段を備える位置検出システムである。
（１０）上記（４）乃至（９）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットはカメ
ラと接続され、前記管理サーバは、前記被見守者識別情報と顔識別情報とを関連付けて記
憶する手段と、前記カメラにより撮像された被見守者の顔画像とその被見守者識別情報と
を受信する手段と、受信した前記顔画像が、受信した被見守者識別情報に対応する前記顔
識別情報と同一人であるか否かを顔認証により判別する手段を備える位置検出システムで
ある。
（１１）上記（４）乃至（１０）のいずれかにおいて、前記通知情報は、前記屋外設置装
置の位置を示した地図情報であって、被見守者識別情報によって特定される装置識別情報
が示す屋外設置装置用ユニットの位置を指示する指示表示とを含む情報である、位置検出
システムである。
（１２）上記（４）乃至（１１）のいずれかにおいて、前記屋外設置装置用ユニットは太
陽光発電による電力で稼働するものである、位置検出システム。
（１３）被見守者端末と、前記被見守者端末との間で近距離無線通信を行う手段を備える
ものであって移動困難に設置される屋外設置装置に備えられる屋外設置装置用ユニットと
、管理サーバと、見守者端末と、被見守者に関係する施設が使用する施設端末と、を含み
、前記屋外設置装置用ユニットが、近距離無線通信により前記被見守者端末から被見守者
識別情報を受信するステップと、受信した前記被見守者識別情報と屋外設置装置用ユニッ
トを識別する装置識別情報とを前記管理サーバに送信するステップと、実行し、前記管理
サーバが、被見守者を識別する被見守者識別情報と見守者を識別する見守者識別情報とを
関連付けて記憶するステップと、受信した前記被見守者識別情報と前記装置識別情報とを
関連付けて記憶するステップと、屋外設置装置用ユニットを識別する装置識別情報とその
位置を特定するための装置位置情報を関連付けて記憶するステップと、受信した前記装置
識別情報に対応する前記装置位置情報により被見守者の位置情報を含む通知情報を作成す
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るステップと、受信した被見守者識別情報により特定される見守者端末に前記通知情報を
送信するステップと、前記施設端末から施設情報を受け付けるステップと、前記施設情報
と施設識別情報と関連付けて記憶するステップと、前記施設情報と前記施設識別情報とを
前記見守者端末に送信するステップと、前記見守者端末で選択された少なくとも前記施設
識別情報を受信するステップと、前記施設識別情報と前記見守者識別情報とを関連付けて
記憶するステップと、前記施設端末から被見守者の位置情報の閲覧を見守者が承諾してい
るか否かを判断する判断ステップと、を実行し、前記判断ステップは、前記施設端末から
の要求に際し、閲覧が承諾されていると判断された場合に被見守者の位置情報を送信する
、位置検出方法である。
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